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【科目】構造設計特論
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】 選択 【学期・単位数】後期・2単位
【対象学科・専攻】 環境  1・2年
【担当教員】

【授業目標】
□土木・建築構造物の設計ための基礎知識を学ぶことができる。
□土木・建築構造物の設計法について学ぶことができる。
□修得した知識を実際の設計へのその応用方法を身に付けることができる。
□土木・建築構造物の構造設計ができる。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は22.5 時間である。土木・建築構造物の構造設計法は許容応力度設計法・限界状態設計法・
信頼設計法の３つに大別できる。それらの概要・特性等について学習する。そして、それら３つの方法を用いて実際
に構造物の設計がどのように行われるのか、講義・演習を通して理解を深める。

【教科書・教材・参考書 等】
教材としてプリントを配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業方法として、ビデオ、プロジェクタ、パソコン、グループ討議を活用することにより、ビジュアル化、体験学習
の比率を高め、単に概念的な理解に留まらず、実際の解析、処理、応用技術の修得を図る。

【事前に行う準備学習】
本科目を受講するための準備学習として環境都市工学専修の授業科目である環境都市工学設計製図を履修しておくこ
とが望ましい。

【備考】
隔年開講科目である。（平成26年度は開講しない）

【成績評価方法】
[後期]期末試験：50％,レポート：50％

【本校の学習・教育目標】
◎(C) 技術的問題解決のための専門分野の知識を身に付ける

各専攻分野における専門科目を総合的に学習することにより、技術的課題が解決できる
【授業計画】（構造設計特論）

回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第１回 設計とは 設計の基本概念・知識について講義を行う。

第２回 土木構造物の設計 土木構造物を設計するための基礎知識・設計方法につ

いて講義を行う。

第３回 擁壁の設計演習 モデル化の要点について講義を行い、控え壁式擁壁の レポート

設計を例に、演習を行う。

第４回 建物の設計演習１ モデル化・解析・応力度照査という一連の処理を学習

するために、建物を例にとり、その地震時の設計法に

ついて、講義・演習を行う。

第５回 建物の設計演習２ 前回の続きとして、建物の設計演習を行う レポート

第６回 有限要素法 有限要素法の原理について講義を行い、１人１台のパ

ソコンで有限要素法のソフトウェア(SAP2000) を用い

て実際の構造物の解析演習を行う。

第７回 種々の設計法 許容応力度設計法・限界状態設計法・信頼設計法につ

いて、それらの概要・特徴・問題点について講義を行

う。

第８回 限界状態設計法の基本原理 限界状態設計法の基本原理について講義を行う。

第９回 限界状態設計法による設計演習 鉄筋コンクリート構造物を例にとり限界状態設計法に

1 よる設計演習を行う。

第10回 限界状態設計法による設計演習 鉄筋コンクリート構造物を例にとり限界状態設計法に レポート

2 よる設計演習を行う。

第11回 部材の破壊確率 構造部材の破壊確率の求め方について講義・演習を行 レポート

う。

第12回 構造物の破壊確率 前回の部材の確率算定結果を用いて、構造全体の破壊 レポート

確率の求め方について講義・演習を行う。

第13回 信頼性設計法１ 前回の構造全体の破壊確率算定結果を用いて、構造物

の信頼性設計を行う方法について講義・演習を行う。

第14回 信頼性設計法２ 前回に続き、構造物の信頼性設計法に関する講義・演 レポート

習を行う。

第15回 まとめ


